
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
ふ
化
業
者
の
登
録 

（
畜　

産　

課
）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定
の
予
定
（
四
件
） 

（
森
林
整
備
課
）　

　

一

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
二
件
） 

（
都
市
計
画
課
）　

　

四

 
教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

四

 
公
安
委
員
会

〇
警
備
業
法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習

　

の
実
施 

五

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
七
六
号
中 

六

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

オ
リ
カ

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

渡
邊　

美
智
子

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
若
林
区
上
飯
田
一
丁
目
三
番
二
十
九
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
年
齢
や
障
害
の
程
度
を
問
わ
ず
、
支
援
を
要
す
る
人
に
対
し
て
、

食
事
の
提
供
や
生
活
支
援
・
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
支
援
を
要
す
る
人
を
支
え
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号

　

養
鶏
振
興
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
ふ
化
業
者
の
登

録
を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号
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事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
五
四
〇
〇
四
一
五

設　
置　
者　
名

株
式
会
社
ツ
ク
イ

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変
更
前

変
更
後

総
合
福
祉
ツ
ク
イ
南
仙
台
支

店仙
台
市
太
白
区
西
中
田
四
丁

目
十
二－

一

総
合
福
祉
ツ
ク
イ
南
仙
台

仙
台
市
太
白
区
西
中
田
四
丁

目
十
二－

一

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
二
年

四
月
一
日

登
録
番
号

二
十
二－
一

登
録
年
月
日

平
成
二
十
二
年

四
月
二
十
八
日

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
森
孵
卵
場
宮
城
工
場

石
巻
市
三
輪
田
字
引
浪
前
三
十
六
番

地
一

ふ
化
業
者
の
名
称
及
び
そ
の
所
在
地

株
式
会
社
森
孵
卵
場
宮
城
工
場

石
巻
市
三
輪
田
字
引
浪
前
三
十
六
番

地
一



　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　
　
　

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

石
巻
市
北
上
町
女
川
字
大
峯
一
の
一
・
字
斉
の
神
一
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
字
小
倉
一

　

２　

指
定
の
目
的

　
　
　

水
源
の
か
ん
養

　

３　

指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

石
巻
市
皿
貝
字
一
盃
清
水
山
一
の
七
か
ら
一
の
一
〇
ま
で
、
一
の
一
三
、
一
の
一
五
か
ら
一
の
一
七
ま
で
、
一

の
一
九
か
ら
一
の
二
三
ま
で
、
一
の
二
五
か
ら
一
の
三
六
ま
で
、
一
の
三
九
、
字
土
屋
沢
山
一
七
の
八
五
か
ら
一

七
の
一
〇
一
ま
で
、
一
七
の
一
〇
三
か
ら
一
七
の
一
一
五
ま
で
、
一
七
の
一
一
七
、
一
七
の
一
一
八
、
一
七
の
一

二
〇
、
一
七
の
一
二
一
、
一
七
の
一
二
三
か
ら
一
七
の
一
二
五
ま
で

　

２　

指
定
の
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　

字
一
盃
清
水
山
一
の
九
・
一
の
一
〇
・
一
の
二
二
・
一
の
二
三
・
一
の
二
五
・
一
の
二
六
・
一
の
三
三
・

一
の
三
四
・
字
土
屋
沢
山
一
七
の
八
五
・
一
七
の
八
七
・
一
七
の
八
八
・
一
七
の
九
〇
・
一
七
の
九
三
・
一

七
の
一
〇
八
・
一
七
の
一
一
〇
・
一
七
の
一
一
五
・
一
七
の
一
二
三
・
一
七
の
一
二
五
（
以
上
一
八
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
石
巻
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　
　
　

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

栗
原
市
栗
駒
文
字
高
平
四
〇
の
三
二
、
四
〇
の
四
四
・
文
字
新
田
四
一
・
四
二
・
五
一
・
五
二
・
五
三
（
以
上
六

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
五
四
の
一
一
、
文
字
荒
砥
沢
五
二
の
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
五
二
の
一
四
、
文
字
上
向
二
の
三
七
、
文
字
海
草
五
八
の
八
、
沼
倉
耕
英
東
一
一
四
の
二
・
一
六
〇
の
一
か

ら
一
六
〇
の
三
ま
で
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）
一
六
二
、
一
六
〇
の
一
地
先
・
一
六

〇
の
二
地
先
・
一
六
二
地
先
（
以
上
三
筆
地
先
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。　

　

文
字
高
平
四
〇
の
三
二
・
四
〇
の
四
四
・
文
字
新
田
四
一
・
四
二
・
五
一
・
五
二
・
五
三
・
五
四
の
一
一

（
以
上
八
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
文
字
荒
砥
沢
五
二
の
七
、
五
二
の
一
四
・
文
字
上
向

二
の
三
七
・
沼
倉
耕
英
東
一
一
四
の
二
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
六
〇
の
一

か
ら
一
六
〇
の
三
ま
で
、
一
六
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
六
〇
の
一
地
先
・
一
六
〇
の
二
地

先
・
一
六
二
地
先
（
以
上
三
筆
地
先
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
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備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

栗
原
市
花
山
字
本
沢
切
留
二
の
一
、
字
本
沢
小
川
原
一
の
七
、
六
の
一
、
六
の
二
、
字
本
沢
滝
ノ
沢
一
二
の
一
、

字
本
沢
天
ケ
沢
七
の
二
、
字
本
沢
軽
井
沢
一
五
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
本
沢
金
沢
三
二

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　

字
本
沢
切
留
二
の
一
・
字
本
沢
小
川
原
六
の
一
・
六
の
二
・
字
本
沢
軽
井
沢
一
五
の
一
・
字
本
沢
金
沢
三
二

（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
花
渕
岳
二
の
二
・
四
・
五
の
二
（
以
上
三
筆
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

指
定
の
目
的

　
　
　

水
源
の
か
ん
養

　

３　

指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
小
向
原
八
の
三
、
八
の
一
八
、
鳴
子
温
泉
字
前
森
一
四
、
一
四
の
一
か
ら
一
四
の
二

四
ま
で

　

２　

指
定
の
目
的

　
　
　

水
源
の
か
ん
養

　

３　

指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

字
小
向
原
八
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所
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大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
中
道
一
四
の
一
、
一
六
、
四
九
の
一
、
字
前
山
二
六
、
二
九
、
三
〇
、
三
二
、
三
五
、
三

六
、
字
日
向
山
一
、
五
、
九
、
一
一
、
字
原
崎
三
七
、
三
八

　

２　

指
定
の
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　

字
前
山
三
二
・
三
六
・
字
日
向
山
一
・
五
・
九
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
百
七
十
五
号　

三
軒
茶
屋
岩
沼
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

栗
原
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
二
号
源
光
町
田
線
及
び
三
・
五
・
十
六
号
小
山
内
沢
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
四
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
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委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

１　

平
成
二
十
二
年
度
政
策
評
価
・
施
策
評
価
基
本
票
の
作
成
に
つ
い
て

　

２　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

３　

障
害
児
就
学
指
導
審
議
会
委
員
及
び
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

４　

宮
城
県
産
業
教
育
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

５　

宮
城
県
図
書
館
協
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

１　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
十
五
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望
者
に
対
し
て

行
い
ま
す
。

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）

公
安
委
員
会
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〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
63号

　
警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
22条

第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導

教
育
責
任
者
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
22年

５
月
７
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
畠
山
　
英
子
　
　

１
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分
及
び
実
施
期
日

　
�
　
警
備
業
務
の
区
分

　
法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
（
以
下
「
１
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。）

　
�
　
実
施
期
日

　
　
ア
　
新
規
取
得
講
習

　
　
　
�
　
第
１
回

　
平
成
22年

６
月
22日

（
火
）
か
ら
同
年
７
月
１
日
（
木
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
日
間
（
６
月
22

日
及
び
23日

の
２
日
間
は
午
前
９
時
30分

か
ら
午
後
４
時
50分

ま
で
、
同
月
24日

か
ら
30日

ま
で
の
土
・

日
曜
日
を
除
く
５
日
間
は
午
前
９
時
30分

か
ら
午
後
３
時
50分

ま
で
、
７
月
１
日
は
午
前
９
時
30分

か
ら
午

後
０
時
20分

ま
で
と
し
、
午
後
１
時
か
ら
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。）

　
　
　
�
　
第
２
回

　
平
成
22年

７
月
21日

（
水
）
か
ら
同
月
30日

（
金
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
日
間
（
７
月
21日

か

ら
23日

ま
で
の
３
日
間
は
午
前
９
時
30分

か
ら
午
後
４
時
50分

ま
で
、
同
月
23日

か
ら
28日

ま
で
の
土
・

日
曜
日
を
除
く
４
日
間
は
午
前
９
時
30分

か
ら
午
後
３
時
50分

ま
で
、同
月
29日

は
午
前
９
時
30分

か
ら
午

後
２
時
50分

ま
で
、
同
月
30日

は
午
前
９
時
30分

か
ら
午
後
０
時
20分

ま
で
と
し
、
午
後
１
時
か
ら
修
了
考

査
を
実
施
す
る
。）

　
　
イ
　
追
加
取
得
講
習

　
平
成
22年

７
月
26日

（
月
）
か
ら
同
月
29日

（
木
）
ま
で
の
４
日
間
（
７
月
26日

か
ら
28日

ま
で
の
３
日

間
は
午
前
９
時
30分

か
ら
午
後
３
時
50分

ま
で
、
同
月
29日

は
午
前
９
時
30分

か
ら
午
後
２
時
50分

ま
で
と

し
、
午
後
３
時
か
ら
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。）

２
　
実
施
場
所

　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号

　
　
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

３
　
受
講
定
員

　
新
規
取
得
講
習
は
第
１
回
が
40人

、
第
２
回
が
30人

、
追
加
取
得
講
習
は
10人

。
た
だ
し
、
第
２
回
の
新
規
取
得

講
習
と
追
加
取
得
講
習
ど
ち
ら
か
一
方
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
２
つ
の
講
習
を
合
わ
せ
て
最
大
40人

ま
で
受

け
付
け
る
。

４
　
受
講
対
象
者

　
�
　
新
規
取
得
講
習

　
　
　
受
講
申
込
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
　
ア
　
最
近
５
年
間
に
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年
以
上
で
あ
る
者

イ
　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と

い
う
。）
第
４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と

い
う
。）
に
係
る
法
第
23条

第
４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者

ウ
　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」

と
い
う
。）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受



 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
七
六
号
（
平
成
二
十
年
七
月
十
八
日
付
け
）
中
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け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

エ
　
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
61年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号

警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
合
格
し
た
者

オ
　
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧

２
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

　
�
　
追
加
取
得
講
習

　
受
講
申
込
日
に
お
い
て
、
１
号
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
22条

第
２
項
に
規
定
す
る
警

備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
（
以
下
「
資
格
者
証
」
と
い
う
。）
又
は
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械

警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
７
条
に
規
定

す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
で
あ
っ
て
、
前
記
�
－
ア
～
オ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

５
　
受
講
手
続
き

　
�
　
申
請
受
付
期
間

　
　
ア
　
第
１
回
新
規
取
得
講
習

　
平
成
22年

５
月
20日

（
木
）
か
ら
同
年
６
月
２
日
（
水
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
10日

間
（
毎
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）。

　
　
イ
　
第
２
回
新
規
取
得
講
習
及
び
追
加
取
得
講
習

　
平
成
22年

６
月
16日

（
水
）
か
ら
同
月
29日

（
火
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
10日

間
（
毎
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）。

　
　
※
　
受
付
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
期
間
内
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
。

　
�
　
申
込
書
の
提
出
先

　
　
　
宮
城
県
内
の
各
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
な
お
、
郵
送
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
な
い
。

　
�
　
提
出
書
類

　
　
ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
　
１
通

　
　
イ
　
資
格
者
証
又
は
修
了
証
明
書
の
写
し
　
１
通
（
追
加
取
得
講
習
受
講
者
の
み
）

　
　
ウ
　
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面
　
１
通

�
　
前
記
４
－
�
－
ア
に
該
当
す
る
者

　
　
最
近
５
年
間
に
、
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
警

備
業
者
の
作
成
に
係
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。）
及
び
履
歴

書

�
　
前
記
４
－
�
－
イ
に
該
当
す
る
者

　
　
１
級
検
定
の
合
格
証
明
書
の
写
し

�
　
前
記
４
－
�
－
ウ
に
該
当
す
る
者

　
　
２
級
検
定
の
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１

号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書

�
　
前
記
４
－
�
－
エ
に
該
当
す
る
者

　
　
旧
１
級
検
定
の
旧
検
定
規
則
第
８
条
の
合
格
証
の
写
し

�
　
前
記
４
－
�
－
オ
に
該
当
す
る
者

　
　
旧
２
級
検
定
の
旧
検
定
規
則
第
８
条
の
合
格
証
の
写
し
及
び
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年

以
上
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書

　
　
エ
　
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
は
本
人
か
ら
の
委
任
状

　
�
　
受
講
手
数
料

　
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例（
平
成
12年

宮
城
県
条
例
第
21号

）第
２
条
第
１
項
の
表
63の

項
に
基
づ
き
、新

規
取
得
講
習
受
講
者
に
あ
っ
て
は
47,000円

、
追
加
取
得
講
習
受
講
者
に
あ
っ
て
は
23,000円

の
額
に
相
当
す
る

宮
城
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
既
納
の
受
講
手
数
料
は
、
還
付
し
な
い
。

６
　
講
習
の
委
託
先

　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号

　
　
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

７
　
そ
の
他

　
　
講
習
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
　
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
環
境
課

　
　
（
電
話
番
号
022－

221－
7171　

内
線
3184）

ペ
ー
ジ

四

段下

行二
四

正

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
北

　
　
　
　
　
　
　

誤

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
北


